
治山施設の維持管理について 

 

 須崎林業事務所管内では、昭和２０年代から現在までにおよそ１，６００箇所で治

山事業が実施され、施設数は約２，４００施設となっています。 

 今日は、その治山施設の維持管理について簡単にお話ししたいと思います。 

 

１．施設台帳の整備 

 整備した治山施設については治山台帳に「いつ」「どこで」「どの様な」施設が整備

されたのかを整理しています。維持管理の基礎となる大事な作業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上の表は 台帳 の 様式 の一 部 です 。  

  この 表 以外 にも 図 面や 完成 時 の写 真も 一 緒に 整理 し てい ます 。  

 

２．治山施設の点検 

 整備した治山施設は森林土木課の職員又は外部への委託により、見回り点検を数年

に一回の間隔で行っています。 

 人家や生活道に近い治山施設については見回り点検の頻度を特に高くしています。 

 また、特殊な施設については専門技術者に委託して点検を行うことがあります。 

 



  下の 表 は点 検結 果 を整 理す る チェ ック シ ート です 。  

  平成 ２ ９年 度か ら この 様式 で 整理 を行 っ てい ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．点検結果の整理 

 点検の結果、異常のあった施設については必要に応じて補修計画等を作成して補修

を行います。 



４．点検や補修等の事例紹介 

 管内で最近実施した補修事例について紹介します。 

 

 

 

 １）落石防護柵の補修事例 

  下の写真は昭和４８年に整備された落石防護柵（土留工）です。 

  平成２８年度の見回り点検時に支柱の欠損が確認されたため、詳細に調査を 

 行いました。 

  その結果、一部の支柱において腐食による破損の恐れがあることが判明したため、 

 平成３０年度に補修工事を実施しています。 

 

 

 

                      左 の写 真は 施設 の 全景 です 。  

                      赤 枠の 範囲 が落 石 防護 柵で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      一 部の 支柱 で修 復 不能 な腐 食 が  

                      確 認さ れま した 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 下の写真は補修工事後の写真です。 

 腐食した落石防護柵を撤去して新たに設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）特殊な施設の点検調査 

 管内には、アンカー工の様に外観からだけでは施設の状態が確認できないものもあ

ります。そういった施設は専門的な技術者に点検調査を委託しています。 

 


